
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 周南の島「大津島」コミュニティ紙 

2020 年 5 月号 

No.273 
大津島データ 166 世帯 

人口 227 人 男 94 人 女 133 人 

高齢化率 79.2％ 

(令和 2 年 3 月 31 日現在) 

 

ホームページ「周南地域づくり応援サイト」でも、『潮流』をご覧になれます。【大津島 地域づくり 潮流】で検索！ 

（1 面） （４面） 

大津島の最新情報は、オフィシャル Face book ページ『のほほん大津島』で紹介しています。https://www.facebook.com/nohohon.oodushima/ 

題字：末兼南子さん イラスト：大津美子さん 
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    ４月１日付で大津島支所長になりました。 

よろしくお願いいたします。  

大津島支所 新所長 沖 武士 

     やっと皆さんの顔と名前が一致してきた 

と思っていたのに、残念ながら異動で島から 

離れることになりました。わずか２年間でし 

たが、大変密度の濃い期間でした。本当にお

世話になりました。   

大津島支所 前所長 伊藤 浩司 

    この度、4 月 1 日付で大津島支所に配属と 

なりました竹下と申します。初めての支所業務 

となります。慣れないことが多く、至らない点

も多々あるかと存じますが、何卒よろしくお願い申し上

げます。  大津島支所 竹下 惇史
あ つ し

 

     ４月１日より三田川支所に異動し、大津島 

・馬島購買店舗の担当をさせていただきます 

地元の安達寿則と申します。皆様には慣れる 

まではご迷惑をかけることが多々あると思いますが、な 

るべく早く皆様のお役に立てるよう頑張りますのでよろ 

しくお願いいたします。 

JA 山口県 大津島店・馬島店 安達 寿則 

４月１日より、大津島デイサービスセ

ンターで働くことになりました。これま

では、地域包括支援センターという事業

所で、地域の方からの介護保険に関する 

相談を受ける仕事をしておりました。大津島には２度ほ

ど来させてもらいましたが、まだまだ知らないことばか

りですので、ご迷惑をおかけすることもあると思います

が、精一杯頑張りますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 大津島デイサービスセンター 坂本 正志 

       4 月 1 日より、ふれあいセンターの 

館長を務めさせていただくことになりま 

した。出身は周南ですが、大学進学を機 

に長らく地元を離れており、およそ 3 年 

前にＵターンしてまいりました。このたび縁あって、こ

の素敵な大津島という場所で働けることをうれしく思っ

ております。よろしくお願いいたします。 

大津島ふれあいセンター 佐古 恵美 

     はじめまして、回天記念館に４月からお世 

     話になっている佐伯といいます。初めての大 

津島勤務ということで、知らないことばかり 

で、戸惑っていますが、早く大津島のことを覚えていき

たいと思っています。一日も早く大津島の一員になりた

いと思っていますので、姿を見かけたらお声掛けよろし

くお願いします。  回天記念館職員 佐伯 孝洋 

     大津島の 2 年半、あっと言う間だったよう 

に思えます。何も解らず島へ渡ってきた私に 

気さくに声を掛けて下さったり、遠くから手 

を振って下さり、とてもうれしかったです。4 月からは

本庁舎に居りますが、また、お会いできる日を楽しみに

しております。ありがとうございました。   

  大津島支所前職員  中村 明美 

     平成２７年に大津島に戻って早くも５年 

が過ぎました。長いので、北部営農センター 

（須々万）に転勤となりました。大津島の皆 

様と会えなくなり、とても悲しいです。来年、また、大 

津島に帰ってくるつもりです。それまで、皆様お元気

で！また、お会いできる日を楽しみにしています。 

JA 山口県 大津島店・馬島店前勤務   戸倉 

     ４月より、つづみ園に異動になりました。 

２年前、大津島に来た時には、驚くことも 

たくさんあり、船酔いをしながら通い始め 

ました。大津島のデイサービスに慣れ、島の方々にも声

を掛けて頂けるようになって、ようやく慣れてきた頃の

異動で寂しくもあり、悔しくもあり。もっと大津島に通

っていたい。そう思いますが、新しい場所に行ってもこ

こで学んだことを忘れず、頑張ろうと思います。そして

また、大津島に戻ってきたいと思います。２年間本当に

ありがとうございました。 

大津島デイサービスセンター前勤務  井上 絢子 

      回天記念館を卒業致しました。大津島の 

      皆さんの優しさ、笑顔に支えられての 14 

      年間でした。これからは絵を描き、詩を作 

り、自然に親しみながら歩んでいきます。いつまでも輝 

き続ける大津島であって下さい。 

長い間お世話になりありがとうございました。 

回天記念館前館長   松本 紀是 

● 大津島さくら祭及び須金・大津島地区交流会の開催中止について 

令和２年４月５日（日）、大津島ふれあいセンターにて「大津島さくら祭」及び「須金・大津島地区

交流会」の開催を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大の防止に伴い、中止させて頂

きました。 

楽しみにされていた皆様、関係者の皆様には何卒ご理解の程、よろしくお願いいたします。 

 
● 島マルチェ 2020（イベント）の開催中止について 

令和２年５月４日（月・祝）、大津島ふれあいセンター周辺にて、島マルチェ 2020（イベント）の

開催を予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染拡大の防止に伴い、中止させて頂くこととな

りました。 

松
田 

翔
剛 

松
田 

有
美 

※東京からの移住に際し、流行中のコロナウイルスに関しては東京での生活から細心の注意

を払っており、健康状態も良好です。念のため引越しに関しては保健所や市役所へは相談済

みでして、移住後、念には念をということで 2 週間(5/13 まで)の自宅待機を行います。 
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（31） 

（31） 

 
漁
師 

臨
床
心
理
士 

デ
ザ
イ
ナ
ᶌ 

デ
ザ
イ
ナ
ᶌ 

（34） 

（30） 

※  新型コロナウイルス感染症は、全国規模で日々感染者が増え続け、先行きの見通しが不透明な

状態が続いております。不要不急のときは、人混みや繁華街への外出を控えましょう。 
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文
ᶡ
回
天
記
念
館 

三
崎
英
和 

【次回潮流発行予定日】 

７月１日 第２７４号 

移動図書館 やまびこ号ジュニア 

５月２９日（金）、６月１３日（土） 

馬島１１：３０～ 刈尾１２：２０～ 【編集後記】 

大津島支所へ赴任して、２年目に突入しました。早速、

恒例のさくら祭と思いきや、コロナという厄介なウイル

スが世の中を苦しめていて、残念ながら、行事がどんど

ん中止になってきています。早く終息を願うばかりで

す。 

               文責：原田 和保  

 

文＝一般社団法人磊ノ島  

代表理事 渡邊あゆ子 

 

【５月～７月の主な島の行事予定】 

７月上旬ごろ   十人墓供養祭（瀬戸浜地区） 

※新型コロナウイルス感染拡大の防止に伴い、総会等

中止の予定です。 
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イラスト 三崎英和

文
ᶡ
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世
話
人 

野
間
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生 

善意銀行へのご寄付ありがとうございます 

▼預託者 石田 一志  様 

母 石田 ヒナエ 様の香典返しとして 

金５万円（市社協１万円、大津島社協４万円） 
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の
保
安
庁

の
船
が
通
り
掛
か
ᵻ
て
助
け
て
く
れ
た
ん
よ
ᵨ

ᵭ
奥
さ
ん
ᵧ
よ
う
頑
張
ᵻ
た
ね
ᵮ
ち
ᵽ
う
て
ᵧ

保
安
庁
の
船
に
乗
せ
て
く
れ
て
ᵧ
風
呂
に
も
入

れ
て
く
れ
た
ᵨ
私
が
風
呂
に
入
ᵻ
ち
ᵾ
る
間
に
ᵧ

私
の
服
は
ᵧ
機
関
場
で
き
れ
い
に
乾
か
し
て
く

れ
ち
ᵾ
ᵻ
た
ᵨ
機
関
場
は
ᵧ
エ
ン
ジ
ン
の
熱
が

あ
る
け
ん
ᵧ
早
う
乾
く
ん
じ
ᵼ
ね
ᵨ
上
陸
さ
せ

て
ᵧ
迎
え
に
来
て
く
れ
た
Ｎ
ち
ᵼ
ん
の
顔
を
見

た
と
き
は
本
当
に
う
れ
し
か
ᵻ
た
ᵨ
じ
ᵼ
が
ᵧ

履
物
は
流
さ
れ
て
ᵧ
無
か
ᵻ
た
け
ん
ᵨ
裸
足
で

一
緒
に
歩
い
た
ん
は
恥
か
し
か
ᵻ
た
ᵨ 

 

あ
れ
か
ら
何
十
年
じ
ᵼ
ろ
う
か
ᵧ
生
き
ち
ᵾ

ᵻ
た
お
か
げ
で
今
で
も
Ｎ
ち
ᵼ
ん
と
一
緒
に
生

き
ち
ᵾ
る
ᵨ
つ
く
づ
く
幸
せ
な
事
じ
ᵼ
と
思
う

い
ね
ᵨ 

ᶝ
Ａ
ち
ᵼ
ん
語
り
終
え
る
ᶞ 

  
 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
ᵨ
一
般
社
団
法
人
磊

ノ
島
で
す
ᵨ 

 

一
昨
年
11
月
に
発
足
し
て
以
来
ᵧ
早
い
も
の

で
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
ᵨ 

 

昨
年
４
月
に
は
島
食
堂
ひ
な
た
の
営
業
を

開
始
し
ᵧ
以
来
島
の
内
外
の
た
く
さ
ん
の
方
々

に
ご
利
用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
ᵨ
こ
れ
も
ᵧ

島
の
皆
さ
ん
の
日
頃
か
ら
の
暖
か
い
応
援
と

ご
支
援
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
ᵨ 

さ
て
今
回
ᵧ
磊
ノ
島
で
は
ᵧ
こ
の
４
月
か
ら

馬
島
地
区
に
あ
る
ᵭ
大
津
島
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ᶌ
ᵮ
を
ᵧ
周
南
市
か
ら
委
託
さ
れ
て
管
理
運
営

す
る
事
に
な
り
ま
し
た
ᵨ 

今
後
は
ᵧ
食
堂
と
の
連
携
で
新
し
い
イ
ベ
ン

ト
等
ᵧ
地
域
の
振
興
の
為
の
活
動
を
以
前
に
増

し
て
行
ᵻ
て
い
く
所
存
で
す
ᵨ 

ど
う
ぞ
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
ᵨ 

地
域
創
発
会
議
の
報
告 

去
る
２
月
１５
日
ᵧ
市
役
所
本
庁
交
流
室
に
て
ᵧ
地
域

創
発
会
議
ᵭ
関
係
人
口
ᵮ
の
創
出
拡
大
に
向
け
て
の
ᵭ
事

例
紹
介
ᵮ
と
し
て
若
潮
の
会
の
活
動
を
発
表
す
る
機
会
を

得
ま
し
た
ᵨ
出
席
者
は
ᵧ
中
山
間
地
域
の
コ
ミ
ᶇ
ニ
テ
ᶁ

関
係
者
ᵧ
市
関
係
者
の
方
々
ᵧ
総
勢
３６
名
で
開
催
さ
れ 

ま
し
た
ᵨ
発
表
は
最
初
に
大
津
島
の
現
状
を
紹
介
し
ᵧ
若
潮
の

会
の
設
立
経
緯
と
目
的
ᵧ
運
営
資
金
ᵧ
会
員
の
構
成
ᵧ
活
動
内

容
ᵧ
今
後
の
課
題
と
目
標
を
順
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
ᵨ 

そ
の
後
４
班
に
別
れ
て
の
グ
ル
ᶌ
プ
デ
ᶁ
ス
カ
ᶅ
シ
ᶈ
ン

で
ᵧ
各
地
域
共
通
の
困
り
事
や
新
た
な
課
題
の
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
ᵨ
あ
る
地
域
の
方
で
中
山
間
地
域
は
と
に
か
く
ス

タ
ᶅ
フ
不
足
ᵧ
街
地
中
で
興
味
の
あ
る
方
に
声
掛
け
を
し
た

り
ᵧ
中
山
間
地
区
同
志
で
の
助
け
合
い
を
し
て
ᵧ
交
流
す
る
機

会
を
積
極
的
に
作
り
ᵧ
関
係
人
口
を
増
や
そ
う
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
ᵨ
年
明
け
早
々
ᵧ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
多

く
の
行
事
が
中
止
ᵧ
延
期
に
な
ᵻ
て
い
ま
す
が
ᵧ
今
後
も
メ
ン

バ
ᶌ
一
同
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
ᵨ 

 

 

 

 

２０１５年 １２９名 

２０１６年 １４７名 

２０１７年 １９４名 

２０１８年 ２０９名 

２０１９年 １６３名（２／１１迄） 

若潮の会関係人口の推移 

※
関
係
人
口
と
は
ᵯ
地
域

に
関
わ
ᵻ
て
く
れ
る
人
口
ᵰ

の
こ
と
ᵨ
自
分
で
お
気
に
入

り
の
地
域
に
週
末
ご
と
に

通
ᵻ
て
も
ら
い
ᵧ
頻
繫
に
通

わ
な
く
て
も
何
ら
か
の
形

で
そ
の
地
域
を
応
援
し
て

く
れ
る
人
た
ち
の
こ
と
ᵨ 

 

※ 松田翔剛 【羊の羽は丘にあり】の 5 月号は、記載事項が多いため、休載いたします。 

 

磊
ノ
島
か
ら
お
知
ら
せ 

文
ᶡ
松
本
千
恵
子 


